
  

 

 

発行 ほんのたまご 

メールアドレス nasuka@hontama.com 

著作権は放棄していません 

本紙に掲載されている画像・文章の 

無断転載を禁止します 

１
１
月
２
１
日
、
政
府
は
推
進
し
て
い
た
観
光
支
援
事
業
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト

ラ
ベ
ル
」
の
見
直
し
を
表
明
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
感
染
拡
大
地
域
を
目
的
地
と
す
る
旅
行
の
新
規
予
約
を

一
時
停
止
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
時
に
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 
イ
ー
ト
」
も
食
事

券
発
行
や
ポ
イ
ン
ト
利
用
な
ど
を
控
え
る
よ
う
、
自
治
体
に
検
討
を
要

請
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
賛
否
両
論
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
経
済
を
活
性
化
す
る
策
と
し
て
効
果

的
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、「
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
一
緒
に
踏
む
よ

う
な
も
の
」
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
７
月
２
２
日
に

東
京
を
除
く
４
６
道
府
県
で
ス
タ
ー
ト
し
、
１
０
月
１
日
か
ら
は
東
京
も

解
禁
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」
は
延
べ
４
０
０
０
万
人
以
上
が
利
用

し
ま
し
た
。
判
明
し
た
感
染
者
は
１
７
６
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
夜
の
街
や

グ
ル
ー
プ
会
食
に
比
べ
て
低
い
数
字
で
す
。
そ
こ
で
政
府
も
事
業
を
継

続
し
て
い
く
方
針
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
分
科
会
の
提
言
を
受

け
て
、
軌
道
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
形
で
す
。 

旅
行
そ
の
も
の
に
感
染
リ
ス
ク
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」
に
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
も
付
与
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
近
隣
の
対
象
店
で
食
事
を
し
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
会
食
と
同
じ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

中 溝 康 隆 著 「 令 和 の 巨 人 軍 」  

新 潮 社  ２ ０ ２ ０ 年 ６ 月 刊 

著者の中溝康隆氏は、１９７９年生まれのライター。この１０年、続けて

いるブログ「プロ野球死亡遊戯」が話題になっている。 

「現役巨人ファン」という肩書を持つ中溝氏。これまで世の中の巨人関連

の本は「Ｖ９時代の美しき記憶を元にした栄光の歴史を肯定する」か、「ア

ンチ目線からジャイアンツを揶揄し否定する」か、両極端のものが多かっ

たと指摘する。 

往年の名選手、青田昇氏の言葉だったと思うが、１９８０代初めに巨人の

四番打者について聞かれたとき、「これから巨人の四番を原辰徳が打つにし

ろ中畑清が打つにしろ、追いつくのは大変ですね。今まで巨人の四番は３

人だけだから。神様と天才と世界だから」と答えたことがある。巨人のオ

ールドファンは、今でもこういう思いを持っていることが多い。 

その原の成績はどうだったか。現役時代、ダメだと叩かれ続けた原の「１

９８０年代トータルの２７４本塁打、７６７打点はセ・リーグでトップ」

だと中溝氏は指摘する。何のことはない、同時代の選手ではなく、過去の

巨人の四番打者――川上哲治や長嶋茂雄や王貞治と比べられて叩かれてい

たのが原だったのである。 

その原監督が率いる令和の巨人軍は、２０１９年、２０２０年とセ・リー

グを連覇した。強さの秘密は何なのか。この本は、 

今の巨人について詳しく分析していく。 

巨人ファンもアンチ巨人ファンも必読の一冊である。（Ｋ） 

YouTube 始めました！本や映画のことをおしゃべりしています。 

ぜひご視聴ください。YouTube トップページ検索画面から 

『コヤちゃんねる』で検索していただければアクセスできます。 



 

 

 

 

 

生涯に１０００編を超える作品を残した星新一は、「シ

ョートショートの神様」と呼ばれた。ご存じのように、星

の父は星薬科大学の創立者で星製薬の創業者、星

一。森鷗外が母方の大伯父に当たるというから、大

変な家系である。短期間だが、父の死後、星製薬の

社長を務めたこともある。 

星新一に次ぐのが阿刀田高で、現在までに約８００編

のショートショートを書いている。阿刀田は若いころ結

核を病んで療養生活を送り、大学卒業後は国立国会

図書館に司書として勤務していた。その後、「ブラッ

ク・ユーモア入門  恐怖と笑いのカクテル 皮肉と毒

舌に強くなる」（ＫＫベストセラーズ刊）などを書き、コラ

ムニストとして評判になった。やがてショートショート作

家に転じて直木賞を受賞する。 

つまり日本のショートショートは、会社社長出身と図

書館司書出身の２人の作家が牽引してきた。けれど

もここで忘れてはならない３人目がいる。都筑道夫で

ある。都筑の書いたショートショートが何編あるか、正

確には分からない。まずはインターネットで都筑の略

歴を見てみよう。 

１９２９年、東京市小石川区関口水道町（現在の東京

都文京区関口）生まれ。生家は漢方薬局と的屋を兼

ねていた。１９４５年、学費未納で早稲田実業学校を

中退。正岡容や大坪砂男に師事し、学生時代から時

代小説などを発表。１９４７年頃から約２年間、正岡の

世話で新月書房に勤務し、カストリ雑誌を編集。１９４

９年、初めて都筑道夫の名で原稿を発表。他にも淡

路瑛一など、多数のペンネームを使う。１９５２年頃、

オペラ口紅宣伝部にコピーライターとして勤務。１９５

５年、室町書房にて日本初の海外ＳＦ紹介叢書であ

る「世界空想科学小説全集」を平井イサクとともに企

画したが、刊行は２冊で中断。 

そして１９５６年、早川書房に入社する。「エラリー・ク

イーンズ・ミステリ・マガジン」の編集長を務めたほか、

ハヤカワ・ミステリで英米の新作を紹介した。１９５７年

には、福島正実とともに「ハヤカワ・ファンタジー」（後

に「ハヤカワＳＦシリーズ」）を立ち上げる。また、１９５

８年に福島とともに講談社で「Ｓ・Ｆシリーズ」の企画に

あたったが、シリーズは６冊で終了となった。１９５９年

に退社し、本格的に推理小説の執筆活動に入った。 

ＳＦ雑誌を作ったりつぶしたりと忙しいが、当時はまだ

ＳＦが世間に認知されていなかった時代だから致し方

ない。この略歴から分かることは、都筑は編集と執筆

をずっと並行させてきた作家であるということだ。とす

れば、彼には編集者としての立場からのショートショ

ート観といったものがあるのではないか。会社社長や

司書出身の作家とはまた違った、独自のものが。 

都筑が日本を代表するショートショート作家と周知さ

れたのは、１９７３年に桃源社から刊行された「都筑道

夫ショート・ショート集成」全３巻の刊行からだった。こ

こには、それまでほぼ単行本未収録だった３２１編の

ショートショートが収録されている。主として推理小説

家、翻訳者として知られていた都筑の別の側面を見

せられた当時の読者は驚いた。 

その「集成」の第２巻「悪意辞典」のあとがきに、都筑

はこんなことを書いている。ショートショートとは何か？ 

単にオチのある短い短編小説のことではない。それは

「アメリカの雑誌ジャーナリズムが、ある種の小説にあ

たえた呼称」である、と。「ある種の小説」とは何か。都

筑の説明を要約すると、以下のようになる。 

アメリカの大型雑誌は、カラーの写真やイラストの部

分が前半に集まっている。小説でも実用記事でもそう

で、冒頭の２ページだけが最初に来て、Ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ 

ｏｎ ｐａｇｅ○○○（○○○ページに続く）と書いてある。

つまりは話がここでいったんちょん切れて、続きの部

分は雑誌の後半にずらずらと並んでいる。 

ちょっと前の話だが、１９７５年に日本で創刊された

「月刊ＰＬＡＹＢＯＹ」の日本語版がそうなっていた。そ

れまでの日本の雑誌では一本の作品は中断なく一挙

に載せられていたから、日本の読者はこれに驚いた

が、アメリカの雑誌でははるか昔、１９世紀の頃から

ずっと当たり前の掲載方法だったという。もしかすると

アメリカの雑誌に多い中綴じ製本などでは、それが適

しているのかもしれない。 

しかし、そんな掲載方法はスピード時代の２０世紀に

は合わないのではないか。そこでこんなことを考えた

編集者がいた。Ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ ｏｎ ｐａｇｅ○○○（○○

○ページに続く）が入らないようにするには、見開き２

ページか、せいぜい３ページで終わる小説や実用記

事を載せればいい。見開き２～３ページを日本の原稿

用紙に換算すると、５～６枚、長くても２０枚程度のご

く短い作品となる。これを最初に考えたのは、アメリカ

の雑誌「コスモポリタン」の編集者らしい。この思い付

きを面白がって、読み切り連載を引き受けたのがイギ

リスの作家サマセット・モームで、１９２０年代に同誌に

掲載した短編を、後に「コスモポリタンズ」として一冊

にまとめている。 

つまりは掲載方法の工夫が先にあって、その必要か

ら生まれたジャンルがショートショートだったのだ、と都

筑は言っているのである。自ら書いたショートショート

の数々を、前述の３巻本の企画が出るまで、書きっぱ

なしで掲載誌のまま積み上げておいたのも、都筑の

ショートショート観と無関係とは思えない。彼にとって

は推理小説のほうが優先だったのだ。 

都筑はこんなことも書いている。長編小説を１本の棒

に例えれば、その一部分を任意に切り取って、読者

の前に差し出したのが短編小説。その一部分や棒全

体を読者の眼前に差し出して、小口をのぞかせたの

がショートショート。小口は小さな丸にしか見えなくとも、

後ろには棒の長さが伸びている、と。ショートショート

の本質を、これほど言い当てた言葉はない。彼はしっ

かり見抜いていたのだ。 

付け加えておけば、日本でショートショートという名称

を最初に紹介したのは、他ならぬ都筑である。「エラリ

ー・クイーンズ・ミステリ・マガジン」の編集長だった１９

５８年のことだった。せいぜい「雑誌のアクセサリーに

は絶好」という気持ちで同誌のフレドリック・ブラウンの

作品解説に書いたというが、その呼称は、星新一らの

活躍によって、見る見るうちに日本中に浸透すること

になる。すべての始まりは都筑だったのだ。「ショート

ショートの神様」という称号は、都筑にこそふさわしい

ように思えてきた。（こや） 

 


